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1. はじめに 
1-1. 更新調書入力システムについて 

更新調書入力システムは、道路台帳更新調書を入力するためのシステムです。 
本マニュアルでは、更新調書入力システムの操作方法について説明します。 
各データの項目定義については、「栃木県道路台帳整備要綱」を参照して下さい。 

 
1-2. 動作環境 

 更新調書入力システムの動作環境は、以下の通りです。 
(1) 表計算ソフト 

Microsoft Excel 2010、2013、2016 
 
1-3. Excel 設定の注意事項 

(1) Excel ファイルの保存形式 
「エクセルのオプション設定 ＞ 保存 ＞ ファイルの保存形式」にて、「Excel 97 – 2003 ブ
ック ( *.xls )」を選択している場合は、「Eecel ブック(*.xlsx)」に設定して下さい。 
 ※インストール時のデフォルト設定は、「Eecel ブック(*.xlsx)」です。 

 
 

(2) プリンターの設定について 
更新調書一覧の印刷機能は、お使いのパソコンに接続されたプリンターを使用して、印刷する

機能です。そのため、本機能のご使用にあたっては、プリンターへの接続および設定が必要で

す。また、「通常使うプリンター」として設定されているプリンターが見つからない場合等、

プリンターの設定が正しくできていない場合は、印刷プレビュー画面を表示時に、Excel から

エラーが表示される場合があります。 
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2. システム概要 
更新調書入力システムは、Microsoft Excel を使用したアプリケーションファイルです。 
本システムは、アプリケーションファイルとデータファイルで構成されます。 

② 道路台帳データファイル

データファイルアプリケーション

③ 中間ファイル

① アプリケーションファイル ④ 更新調書データファイル

・更新前の道路台帳調書データを
出力したファイル

・アプリケーションで、更新中のデー
タを管理するファイル
・初回のデータ読み込み時に自動
作成される

・更新結果を出力したデータファイル

 
図 2-1 更新調書入力システム ファイル構成 

 
表 2-1 更新調書入力システム ファイル説明 

No.  名前 ファイル名 説明 
1 アプリケーション 

ファイル 
更新調書入力システム.xlsm  更新調書入力システムのアプリケー

ションファイルです。 
 栃木県ホームページより、ダウンロ

ードしてください。 
2 道路台帳データファ

イル 
道路台帳データ_[年度]_[土木事

務所名].xlsx 
 更新前の道路台帳データです。 
 土木事務所より貸与されます。 
 ファイル名は変更しないでくださ

い。 

3 中間ファイル 同上  更新調書入力システムで入力中の情

報を管理するための中間ファイルで

す。 
 更新調書入力システムで自動的に作

成されます。 
4 更新調書データファ

イル 
更新調書データ_[年度]_[土木事

務所名].xlsx 
 更新調書入力システムで入力した更

新情報を出力したデータファイルで

す。 
 更新調書入力システムのエクスポー

ト機能で作成します。 
 本ファイルは、道路台帳更新業務の

成果品になります。 
※ファイル名の[年度]、[土木事務所名]には、更新対象の年度と土木事務所名が入ります。 
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2-1. 機能概要 

更新調書入力システムは、以下の道路台帳調書データを更新し、更新調書を作成するためのシス

テムです。 
1) 区間 
2) 橋梁 
3) トンネル 
4) 鉄道交差 
5) 立体横断施設 
6) シェッド・カルバート 

 
本システムでは、更新調書の作成に辺り、下記の機能を提供します。 

1) 道路台帳データの読み込み機能 
2) 新規登録 
3) 検索 
4) 変更 
5) 削除 
6) 新キー設定 
7) 更新調書印刷 
8) 更新調書データのエクスポート 

 
また、本システムでは、更新調書データ入力を支援するためのサポート機能を有しています。 

1) 既存調書データからの複製機能(コピー新規) 
2) 一時保存機能 
3) 変更情報の取り消し機能 (更新前の状態に戻す) 
4) 入力補助機能 (自動計算機能、入力内容コピー機能など) 
5) データの妥当性確認機能 (データチェック機能) 
6) 区間データの一括キー変更、一括削除、一括元に戻す 
7) 区間番号の振替 
8) 更新調書の一括印刷 
9) 更新者、更新日の一括更新機能 
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2-2. 更新調書データ入力業務の流れ 

更新調書データの入力業務は、下記のフローに沿って実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

更新調書入力システム.xlsm 

① 更新調書入力システムの準備 

道路台帳データ_年度_土木事務所名.xlsx 

※土木事務所より借用 

④ 道路台帳データの読み込み 

※初期設定を行っていない場合のみ実施 

③ 更新調書入力システムの起動 

⑤ 更新情報の入力 

② 道路台帳データの準備 

⑥ 更新情報の一覧表印刷・確認 

⑦ 更新調書データの出力 

更新調書データ_年度_土木事務所

名.xlsx 

※栃木県ホームページより 

ダウンロード 
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3. システムの起動／終了 

3-1. システムの起動 

更新調書入力システムのアプリケーションファイルである「更新調書入力システム.xlsm」を任意

のフォルダに配置し、エクセルファイルを開きます。 
※本システムを使用する際は、他のエクセルファイルは閉じて下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-1-1. 初回起動時 

① 初回起動時は、初期設定の確認ダイアログが表示されます。 
確認ダイアログにて「はい」を選択後、土木事務所より配布された道路台帳データファイルを

指定します。 

 
 

 

ファイルを選択します 

「開く」ボタンを押します 

ダブルクリックします 
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② 台帳データが読み込まれます。 

 

 
 

 
③ 作成者（受託者名）を入力します。 

 

 
④ メインメニューが表示されます。 
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⑤ 更新調書入力システムと同じフォルダに、中間ファイルが自動的に作成されます。 

 

 
 

3-1-2. ２回目以降の起動時 

更新調書入力システム「更新調書入力システム.xlsm」を開きます。 
「3-1-1. 初回起動時」で保存した台帳データを自動的に読み込み、メインメニューが表示さ 
れます。 

 

更新調書データ入力用の台帳データファイ

ルが保存されます。 

今後、データを更新した場合、このファイル

に更新情報が保存されます。 
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3-2. システムの起動 

メインメニュー画面の「終了」ボタン、または、画面右上の「×」ボタンを押すと終了することがで

きます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
4. 
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4. 更新調書入力システムの画面構成 
4-1. 画面遷移 

更新調書入力システムの主な機能の画面遷移は、下記の図の通りです。 

メニュー画面

新規登録画面 検索結果画面

変更削除画面 キー項目一括変更/
一括削除画面

更新調書印刷画面

システム管理画面

コピー新規

一覧

一覧

変更・削除

一覧/削除一覧
※削除一覧は、区間データのみ

キー項目一括変更・削除
※区間データのみ

区間/橋梁/トンネル/鉄道交差/立体横断施設/
シェッド・カルバート毎に、画面が分かれています。

区間番号振替画面
区間番号振替
※区間データのみ

コピー新規

 
 

4-2. 画面の概要 

 メインメニュー画面 
システム起動時、最初に表示されるメニュー画面です。 
新規登録画面への遷移、調書データの検索を行います。また、更新後の道路台帳データをファイ

ル出力します。 
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 新規登録画面 
調書データを新規登録するための画面です。 

 
 

 検索結果画面 
メインメニュー画面で検索した結果を、一覧表示するための画面です。 
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 変更・削除画面 
調書データを変更・削除するための画面です。 

 
 

 新キー設定画面 
調書データのキー項目を変更するための画面です。 
区間データ変更・削除画面の子画面として表示されます。 

 

  



 

13 
 

 キー項目一括変更・削除画面 
区間データのキー項目を、一括で変更するための画面です。 
また、区間データを一括で削除及び元に戻すことも出来ます。 

 
 

 区間番号振替画面 
区間データの区間番号を振替えるための画面です。 
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 更新調書印刷画面 
調書データを一覧表で印刷する画面です。 
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第２章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機能の説明 
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1. 新規登録機能 
更新調書データの新規登録を行います。 
新規登録機能は、通常の新規登録機能に加え、既存データの情報をコピーして登録する複写機能(コ
ピー新規機能)があります。 

 
1-1. 新規登録 

ここでは、区間データと橋梁データの新規登録を説明します。 
また、トンネル、鉄道交差、立体横断施設、シェッド・カルバートの各施設データは、橋梁デー

タの登録手順と同様です。 
 

1-1-1. 区間データの新規登録 

① メインメニュー画面にて、処理区分に「新規」を選択後、「区間」ボタンを押して、区間デー

タの新規登録画面を表示します。 

 
 
 

「新規」を選択します 

「区間」ボタンを押します 
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② 区間データの新規登録画面が表示されます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以降、この部分を「キー項目」として説明します 

以降、この部分を「データ項目」として説明します 
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③ キー項目を入力します。 
区間のキー項目は、「土木事務所」、「道路種別」、「路線」、「現旧新区分」、「市町村」、「図面番

号」、「図面番号枝番」、「区間番号」、「区間番号枝番１」、「区間番号枝番 2」になります。 

 
 
 
Point! 

 「土木事務所」は、自動で入力されます。 
 「道路種別」は、路線を絞り込むために使用します。必須入力項目ではありません。 
 「路線」、「現旧新区分」、「市町村」、「図面番号」、「図面番号枝番」、「区間番号」、「区間番

号枝番１」、及び、「区間番号枝番 2」は、必須入力項目になります。 
 キー項目には、既存の区間データと重複する値を入力できません。 

 
 
 

キー項目を入力します 
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キー項目が他の区間と重複する場合、以下のエラーメッセージが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エラーメッセージが表示されます 

エラーの箇所に色が付きます 
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④ データ項目を入力します。 
区間のデータ項目は「車線数」、「区間延長」、「歩道設置延長」と、「区間」タブ、「属性」タブ、

「予備・路面」タブの３つのタブ画面で構成されます。 
 

 

 
Point! 

 重用区間、未供用区間は、キー項目及び区間延長のみの登録が可能です。 
 「予備・路面」タブの予備項目、及び、路面電車関連項目は、今後の項目追加に備えた項

目です。現時点では、入力の必要はありません。 
 
更新調書入力システムの入力項目には、下記の種類があります。 
1) 選択項目 

リストから該当するデータを選びます。 
以下は、路面区分の例です。 
 

 
 
 
 
 
 

リストから１つを選択します 

「区間」タブ、「属性」タブ、「予備・路面」タブがあり、

画面を切り替える事ができます 
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2) 数値項目 

数値項目には、半角数字を入力します。 
  以下は、路肩幅員の例です。 
   
 
 
 
 
 
3) テキスト項目 

テキスト項目には、文字を入力します。 
名称など日本語を入力する箇所は自動的に日本語入力モードになります。 
以下は、更新者の例です。 
 
 

 
 

4) 日付項目 
  日付項目には、西暦の日付を、YYYY/MM/DD 形式で入力します。 
  以下は、更新日の例です。 
 
 
 
 
 
Point! 

 入力項目に、マウスカーソルを当てると、ツールチップに対象項目の説明が表示されます。 
 下記は、路肩幅員の例です。入力できる数値の範囲や形式が確認できます。 

数値を入力します 

こちらが始点です 

数値を入力します 

こちらが終点です 

西暦で入力します 

マウスカーソルを当てるとツールチップが表示されます 

名称等の日本語文字を入力します 

なお、文字数には制限があります 
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（1）「区間」タブの項目 
「左側区間」に関するデータ項目、「右側区間」に関するデータ項目、「中央帯」に関するデー

タ項目、「道路部等の幅員」に関するデータ項目を入力します。 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「道路部等の幅員」に関するデータを入力します 

「左側区間」に関するデータを入力します 

「中央帯」に関するデータを入力します 

「右側区間」に関するデータを入力します 
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区間タブには、入力補助機能として、道路部幅員計算機能と左区間コピー機能があります。 
 

1) 道路部幅員計算機能 
「道路部幅員計算」ボタンを押すと、下記の計算結果を道路部幅員(始点・終点)に自動入力し

ます。 

  道路部幅員の計算式 

道路部幅員＝車道幅員＋路肩幅員(左・右)＋歩道幅員(左・右)＋中央帯幅員(左・右) 

 
 
 
 

 
 
 

2) 左区間コピー機能 
「左区間コピー」ボタンを押すと、「左側区間」の入力値をコピーし「右側区間」へ貼り付け

ます。 
 

 

 
 
 
 

道路部幅員を構成する各要素の幅員から、 

道路部幅員を計算し、計算結果を入力します 

コピー 

左区間の情報をコピーします 



 

24 
 

（2）「属性」タブの項目 
「属性」に関するデータ項目、「交差・重用区間」に関するデータ項目、「改良」に関するデー

タ項目、「路線分割・路線接続」に関するデータ項目を入力します。 
 
 

 
 
 

Point! 
 路線分割、路線接続は、現時点では入力不要です。 

「属性」に関するデータを入力します 

「交差・重用区間」に関するデータを入力します 

「改良」に関するデータを入力します 

「路線分割・路線接続」に関するデータを入力します 
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（3）「予備・路面」タブの項目 
「予備項目」に関するデータ項目、「路面電車」に関するデータ項目、「更新者」に関するデー

タ項目を入力します。 
 
 

 

 
Point! 

 予備項目、路面電車項目は、現時点では入力不要です。 
 「更新者」には、初期設定した「作成者（受託者名）」が自動で入力されます。 
 「更新日」には、現在の日付が自動で入力されます。 

 
 
 

「予備項目」に関するデータを入力します 

「路面電車」に関するデータを入力します 

「更新者」に関するデータを入力します 
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⑤ 画面下の「チェック」ボタンを押して、入力値のチェックを行います。 
入力値にエラーがある場合、別ウィンドウにエラー内容が表示されます。 
また、エラーがある項目の背景色が変わります。 
なお、データチェック詳細については、「別紙 1_データチェックの詳細及び対処法.doc」を参

照して下さい。 
 

 
 
 
 
 

⑥ エラーデータの修正後、再度「チェック」ボタンを押して、入力内容にエラーが無いことを確

認します。 

 

入力値の妥当性チェックを行います 

エラー内容が表示されます 

エラー箇所の背景色が変わります 
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⑦ 「登録」ボタン、または、「一時保存」ボタンを押して、入力データを保存します。 

 
 

  

 
Point! 

 一時保存時は、キー項目の入力が必須になります。 
また、エラーチェックは、キー項目のチェック等の最低限のチェックのみ実施します。 
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⑧ 区間データの登録後、登録処理を終了する場合は、「閉じる」ボタンを押します。 

続けて、区間データを登録する場合は、各項目を変更し、「登録」ボタンを押します。 

 

 

 

引き続き、区間を登録する場合は、 

キー項目およびデータ項目を変更した上で、「登録」を押します 

登録処理を終了する場合は、「閉じる」を押します 
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1-1-2. 橋梁データの新規登録 

① メインメニュー画面にて、処理区分に「新規」を選択後、「橋梁」ボタンを押して、新規登録

画面を表示します。 

 

 
② 橋梁の新規登録画面が表示されます。 

 
 

以降、この部分を「データ項目」として説明します 

以降、この部分を「キー項目」として説明します 

「新規」を選択します 

橋梁ボタンを押します 
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③ キー項目を入力します。 
橋梁のキー項目は「土木事務所」、「道路種別」、「路線」、「番号」、「分割」となります。 

 

 
Point! 

 「土木事務所」は、自動で入力されます。 
 「路線」と「番号」は、必須入力項目になります。 
 「分割番号」は必要入力項目ではありません。必要に応じて入力して下さい。 
 「道路種別」は、路線を絞り込むために使用します。必須入力項目ではありません。 
 キー項目には、既存の橋梁データと重複する値を入力できません。 

 
 
 

キー項目を入力します 
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キー項目の入力にエラーがある場合、以下のようにエラーメッセージが表示されます。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エラーの箇所に色が付きます 

エラーメッセージが表示されます 
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④ データ項目を入力します。 
橋梁のデータ項目は「漢字名称」、「カナ名称」、「他県管理」、「存在箇所」と、「基本情報」タ

ブ、「その他」タブの２つのタブ画面で構成されます。 
それぞれのタブ画面に入力するデータ項目がありますので、必要な項目に値を入力してくださ

い。 
 

（1）「基本情報」タブの項目 
橋梁の種類や構造、幅員や延長などの基本情報に関するデータ項目と区間データとの接続情報

に関するデータ項目を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

基本情報に関するデータを入力します 

区間データとの接続情報に関するデータを入力します 
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「基本情報」タブには、入力補助機能として、起点側情報コピー機能と道路部幅員・面積計算

機能があります。 
 

1) 起点側情報コピー機能 
「起点側一括コピー」ボタンを押すと、「起点側」に入力した区間データとの接続情報をコピ

ーし「終点側」へ貼り付けます。また、本機能は「存在箇所」が「市町村界」、または、「土木

事務所界」のみ使用できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
2) 道路部幅員・面積計算機能 

 道路部幅員横の「計算」ボタンを押すと、「車道幅員＋歩道幅員＋「路肩幅員」の計算結

果を、道路部幅員に入力します。 
 道路部面積横の「計算」ボタンを押すと、「道路部幅員×延長」の計算結果を、道路部面

積に入力します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コピー 

起点側の情報をコピーします 

道路部幅員を自動計算します 

 

道路部面積を自動計算します 
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（2）「その他」タブの項目 
「予備項目」に関するデータ項目、「耐震設計」に関するデータ項目、「更新者」に関するデー

タ項目を入力します。 

 

 
 
 
Point! 

 予備項目は、現時点では入力不要です。 
 「更新者」には、初期設定した「作成者（受託者名）」が自動で入力されます。 
 「更新日」には、現在の日付が自動で入力されます。 

 
 
 
 
 
 
 

耐震設計に関するデータを入力します 

予備項目に関するデータを入力します 

更新者に関するデータを入力します 

他域延長等に関するデータを入力します 
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⑤ 画面下の「チェック」ボタンを押して、入力値の妥当性チェックを行います。入力値にエラ

ーがある場合、別ウィンドウにエラー内容が表示されます。また、エラーがある項目の背景

色が変わります。なお、データチェック詳細については、「別紙 1_データチェックの詳細及び

対処法.doc」を参照して下さい。 

 

 
 
 

⑥ エラーデータの修正後、再度「チェック」ボタンを押して、入力内容にエラーが無いことを

確認します。 

 

入力値の妥当性チェックを行います 

エラー内容が表示されます 

エラー箇所には色が付きます 
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⑦ 「登録」ボタン、または、「一時保存」ボタンを押して、入力データを保存します。 
 

 
 
 

 

 
Point! 

 一時保存時は、キー項目の入力が必須になります。 
また、エラーチェックは、キー項目のチェック等の最低限のチェックのみ実施します。 
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1-2. 複写機能(コピー新規機能) 

複写機能(コピー新規機能)は、既存のデータをコピーすることにより、キー項目、及び、変更箇所

のみを変更するだけで、データを登録することが出来ます。 
ここでは、区間データを例に説明します。 

 
① 区間のデータを検索し、検索結果を一覧表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「検索」にチェックをつけます 

検索条件を設定します 
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② 検索結果一覧から、コピーするデータを選択し、右クリックで表示されるメニューより「コピ

ーして新規」を選択します。 

 

 
 
 

③ キー項目ならびにデータ項目を修正します。 
キー項目も含めて全てのデータ項目がコピーされた状態で新規登録画面が表示されます。 
キー項目、及び、変更が必要な項目を修正してください。 

 

 
 

④ データのチェック後、登録を行います。 

コピーされた値を修正してください 

キー項目は一意の値に変更してください 

右クリックして「コピーして新

規」を選択します 
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2. 編集機能 
既存の道路台帳調書データを検索し、対象のデータの編集を行います。 

編集機能には、データの変更、削除、新キーの設定があります。 

また、誤ってデータを更新した場合のため、「元に戻す」機能で編集前の状態に戻す事ができます。 

 

2-1. 検索 

任意の検索条件を指定して、調書データを抽出します。 

抽出した調書データは、一覧形式で表示されます。 

ここでは、区間データと橋梁データの検索を例に説明します。 
2-1-1. 区間データの検索 

① メインメニュー画面にて、処理区分に「検索」を設定し、検索条件を指定します。 
なお、検索条件の設定は任意です。条件を指定しない場合、全件が抽出されます。 

 
 

 

Point! 
 区間データの検索条件を設定する際、「図面番号または番号」には図面番号+図面番号枝番

を 4 ケタで入力してください。例えば、図面番号が 20、図面番号枝番が 3 のデータを検索

したい場合、「図面番号または番号」には「0203」と指定してください。 

「検索」にチェックをつけます 
「道路種別」、「路線」、「市町村」

を選択リストから設定します 

区間の場合は「図面番号」+「図面番号枝番」

を設定します 
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② 区間ボタンを押して、検索条件に一致するデータの検索結果一覧を表示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

検索条件に一致するデータが存在しない場合は、「検索されたものはありません」のメッセー

ジが表示されます。 
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2-1-2. 橋梁データの検索 

① メインメニュー画面にて、処理区分に「検索」を設定し、検索条件を指定します。 
なお、検索条件の設定は任意です。条件を指定しない場合、全件が抽出されます。 

 
 
 

Point! 
 橋梁データの検索条件を設定する際、「図面番号または番号」には施設番号を入力してくだ

さい。 
 

 

「検索」にチェックをつけます 

「道路種別」、「路線」、「市町村」

を選択リストから設定します 

橋梁等の施設の場合は「施設番号」を指定します 

「新規登録」、「一時保存」、「変更」、「削除」、

「新キー」のいずれかを行った調書のみを表示した

い場合にチェックをつけます 
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② 橋梁ボタンを押して、検索条件に一致するデータの検索結果一覧を表示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

検索条件に一致するデータが存在しない場合は、「検索されたものはありません」のメッセー

ジが表示されます。 
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2-2. 変更 

検索条件により抽出され一覧表示された更新調書データから、対象データを変更します。 

2-2-1. 調書データの変更 

① 検索結果一覧から、対象データを選択し、右クリックで表示されるメニューより「変更・削

除」を選択します。 

 
 
 
 

② 変更・削除画面が表示されます。 
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③ データの変更後、「チェック」ボタンを押して、入力値のチェックを行います。 
入力値にエラーがある場合、別ウィンドウにエラー内容が表示されます。 

 

 
 

④ エラーデータの修正後、再度「チェック」ボタンを押して、入力内容にエラーが無いことを確

認します。 

 

入力値の妥当性チェックを行います 

エラー内容が表示されます 

エラー箇所には色が付きます 
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⑤ 「登録」ボタン、もしくは「一時保存」ボタンを押して入力データを保存します。 
 

 

 
 

 

⑥ 登録結果の確認を行います。 
「閉じる」ボタンで検索結果一覧に戻ります。 
「最新」ボタンを押すと、修正したデータの処理区分に「修正」が表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「最新」ボタンを押します 

処理区分が「修正」となります 

※一時保存の場合「一時保存（修

正）」となります 
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2-2-2. 表示データの変更 

変更・削除画面下部の、「<」「>」などの移動ボタンを押すと、検索結果一覧画面の上下のレ

コードに移動し、変更・削除画面の表示内容を変更します。 
 

 移動ボタン 説明 
|< 検索結果一覧画面の最上部のレコードに移動します 
< 検索結果一覧画面のひとつ上のレコードに移動します 
> 検索結果一覧画面のひとつ下のレコードに移動します 

>| 検索結果一覧画面の最下部のレコードに移動します 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 移動ボタンを押します。 

② 検索結果一覧に表示されている上下の

レコードに移動します。 

③ 移動したレコードの情報が、変更画

面に表示されます。 
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Point! 

 データの入力中に、移動ボタンを押した場合は、下記のメッセージが表示されます。 
変更を保存したい場合は「いいえ」を、変更を破棄したい場合は「はい」を選択してくださ

い。 
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2-2-3. クリア 

区間データでは、変更・削除画面下部の「クリア」ボタンを押すと、データ項目を一括でクリア

できます。 
 
① 「クリア」ボタンを押します。 

 
 

② 確認メッセージが表示されますので、「はい」ボタンを押します。 

 

① クリアボタンを押します。 

「はい」ボタンを押します 
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③ データ項目(キー項目以外の項目)が、クリアされます。 

 

データ項目がクリアされます。 
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2-2-4. コピー新規 

区間データでは、変更・削除画面からも、複写機能(コピー新規機能)が使用できます。「コピ

ー新規」ボタンを押すと、区間新規登録画面が表示され、区間変更・画面のデータが初期表

示されます。 

 
 

 

「コピー新規」ボタンを押します 

区間新規登録画面に、コピー元の内

容が初期表示されます 
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2-3. 削除 

検索条件により抽出され一覧表示された更新調書データから、対象データを削除します。 

① 一覧表示したデータから、削除したいデータを選択し、右クリックで表示されるメニューよ

り「変更・削除」を選択します。 

 

 
② 変更・削除画面の「削除」ボタンを押します。 

 
 
 
 

「削除」ボタンを押します 
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③ 「削除」を確定します。 
       

 
 
 
 
 
 
 

④ 登録結果の確認を行います。 
「閉じる」ボタンで検索結果一覧に戻ります。 
「最新」ボタンを押すと、削除したデータの処理区分に「削除」が表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

「最新」ボタンを押します 

処理区分が「削除」となります 
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2-4. 元に戻す 

「変更」または、「一時保存」を行ったデータを、修正前の状態に戻します。 
「削除」したデータは、削除を取り消すことが出来ます。 

 
① 元に戻したいデータの編集画面を表示します。 

 

 
 
 

② 区間データの変更・削除画面の「元に戻す」ボタンを押します。 

 

 

「元に戻す」ボタンを押します 
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③ 「元に戻す」を確定します。 

       
 

④ 登録結果の確認を行います。 
「閉じる」ボタンで検索結果一覧に戻ります。 
「最新」ボタンを押すと、元に戻したデータの処理区分にあった「修正」が消えます。 

 

  
 
 
 
 
 

「最新」ボタンを押します 

処理区分の「修正」が無くなります 
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2-5. 新キーの設定 

新キーの設定は、キー項目の値を変更する機能です。 
 

2-5-1. 新キー設定 

① 新キーを設定したいデータの「更新・削除」画面より、画面下の「新キー」ボタンを押します。 

 
 

 
 
Point! 

 一度、新キーを設定すると、新キーボタンはクリックできなくなります。もし、別のキー

に変更する場合は、「元に戻す」ボタンで変更前の状態に戻した上で、再度新キー設定を行

ってください。 

「新キー」ボタンを押します 
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② 新キー設定画面にて、新キーを設定し、「登録」ボタンを押します。 

 
 

③ 新キー設定処理が完了します。 

 
 
 
 
 
 
 

変更したい項目の値を修正します 
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2-5-2. キー項目一括変更 

区間データのキー項目を一括で変更します。 

キー項目の一括変更機能は、現旧新区分が現道から旧道に変わった場合などに利用します。 

 

① 一覧表示した区間データから、キーの変更を行うデータを選択し、右クリックで表示されるメ

ニューより「キー項目一括変更・削除」を選択します。 

 
 

 

② 「変更後」の項目を修正し、「一括変更」ボタンを押します。 

この時、変更したキーと同一の区間データが既に存在していると登録することはできません。 

  

 

 

 

 

 

③ エラーが無ければ、一括変更が完了します。 

 
 

図面番号を修正したい場合はチェックを入れます 

 

図面番号を指定しない場合、 

路線・現旧新・市町村が一致する 

全ての区間データのキーが 

変更になりますので注意してください。 

変更後のキーを設定します 
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2-5-3. 一括削除 

区間データを一括で削除します。 

 

① 一覧表示した区間データから、一括削除したいデータを選択し、右クリックで表示されるメニ

ューより「キー項目一括変更・削除」を選択します。 

 

 

 

 
② 「一括削除」ボタンを押します。 

 
 
 

③ 一括削除が完了します。 

 

 

図面番号を指定しない場合、 

路線・現旧新・市町村が一致する 

全ての区間データが 

削除データになりますので、注意してください。 

一括削除の場合、変更後の情報は変更不要で

す。(参照されません。) 
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2-5-4. 一括元に戻す 

更新した区間データを一括で、修正前の状態に戻します。 

 

① 一覧表示した区間データから、修正前の状態に戻したいデータを選択し、右クリックで表示さ

れるメニューより「キー項目一括変更・削除」を選択します。 

 
 
 
 

② 「一括元に戻す」ボタンを押します。 

 
 
 

③ 確認メッセージが表示されるので、「はい」を押します。 

 

図面番号を指定しない場合、 

路線・現旧新・市町村が一致する 

全ての区間データが対象です。 

一括で元に戻す場合、変更後の情報は変更不要

です。(参照されません。) 
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④ 一括元に戻す処理が完了します。 

 

 
⑤ 区間検索結果一覧画面にて、「最新」ボタンを押すと、処理区分がクリアされることが確認でき

ます。 
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2-6. 累計延長の確認 

路線および図面毎の区間延長を確認する機能です。 
① 区間の変更・削除画面にて、「累計延長」ボタンを押します。 

 
 

② 累計延長確認画面にて、更新前後の延長および差異が確認できます。 

 
 

Point! 
 更新後延長は、更新された区間データより集計します。 
そのため、区間データを更新中の場合は、「登録」ボタンをクリックし登録処理が完了した

あとで、「累計延長」ボタンを押してください。 
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2-7. 区間番号振替 

連続する区間の区間番号を一律で振替える機能です。 
 

① 一覧表示した区間データから、振替を行う区間データを選択し、右クリックで表示されるメニ

ューより「区間番号振替(新キー)」を選択します。 

 
 
 
 

② 振替を行う区間の範囲と、振替開始の区間番号を指定し、「実行」ボタンを押します。 

 

区間番号の範囲を指定し、 

何番から振り直すか指定します。 
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Point! 
本機能を利用する事で、連続する区間の途中に、新しい区間を追加し、それ以降の区間番号を振り直

す事ができます。また、同様に、任意の区間を削除し、それ以降の区間番号を前詰することもできま

す。 
① 区間を追加する場合 

1) 追加する区間番号およびそれ以降の区間番号を振替えます 
2) 追加する区間を新規登録します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 区間を削除する場合 
1) 区間を削除します。 

2) それ以降の区間番号を振替えます。(前詰します。) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

64 
 

3. 印刷機能 
更新調書の入力内容を一覧表で印刷します。 
印刷機能には、各調書データの登録・変更画面から印刷する方法と、検索結果一覧から複数のデ

ータを一括印刷する方法があります。また、区間データは削除するデータ数が多いため、削除一

覧として、まとめて出力します。 
 

3-1. 個別印刷 

① 新規登録画面、または、変更画面の「一覧」ボタンを押します。 

 
② 印刷プレビュー画面が表示されますので、「印刷」ボタンを押します。 

 

「印刷」ボタンを押します 

「一覧」ボタンを押します 
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3-2. 一括印刷 

① 検索結果一覧画面にて「一覧」ボタンを押します。 
ただし、一度に印刷できる最大ページ数は 1,000 ページまでです。 
また、削除した区間データについては、出力対象外です。 

 
 
 

② 印刷プレビュー画面が表示されますので、「印刷」ボタンを押します。 

 
 
 

「印刷」ボタンを押します 

「一覧」ボタンを押します 
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3-3. 区間削除一覧印刷 

① 区間検索結果一覧画面にて「削除一覧」ボタンを押します。 

 
 
 

② 印刷プレビュー画面が表示されますので、「印刷」ボタンを押します。 

 

 

「削除一覧」ボタンを押します 

「印刷」ボタンを押します 
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4. 更新調書出力機能 
入力した更新調書データを、更新調書データファイルとして出力します。 
なお、一時保存中のデータが存在する場合、エクスポートは出来ません。 

 
4-1. 更新した調書のエクスポート 

① メインメニューより、「更新した調書のエクスポート」ボタンを押します。 

 

 
※一時保存中のデータが存在する場合、「更新した調書のエクスポート」は行えません。 
一時保存中のデータは、最後まで入力し登録するか、または、削除してください。 
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② エクスポート処理が完了したら、確認メッセージが表示されるので、「OK」を押します。 

 

 
③ 更新調書入力システムと同じフォルダに、更新調書データファイルが保存されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

更新調書データファイルが作成されます。 
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5. その他 
5-1. システム管理 

システム管理画面では、初期設定されている「作成者（受託者名）」の変更、及び、道路台帳更新

システム台帳データの再読み込みができます。 
システム管理画面は、メインメニューの「システム管理」ボタンより移動します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

5-1-1. 作成者（受託者名）の初期値設定 

初期設定されている「作成者（受託者名）」を変更します。 
「作成者（受託者名）」は、更新調書データを登録する際に「更新者」の項目に、初期設定さ

れる名称となります。 
作成者を入力し「設定」ボタンを押すと、値が反映されます。 
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5-1-2. 道路台帳更新システム台帳データの再読込 

更新調書データの入力を、最初からやり直す場合など、更新前のデータファイル（道路台帳デ

ータ_年度_土木事務所名.xlsx）を読み込み直すことができます。なお、入力中の情報は破棄さ

れますので、実行する際はご注意ください。 
 

① 「中間ファイルの初期化」ボタンを押し、道路台帳データを指定します。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

ファイルを選択します 

「開く」ボタンを押します 
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② 道路台帳更新システム台帳データが読み込み、更新調書入力システムと同じフォルダに新たに

台帳データファイルが保存されます。 

 
 
 

 
 
 
 

更新調書データ入力用の台帳データファイ

ルが新たに保存されます 

今後、新規登録・編集・削除などされた場

合、このファイルが更新されていきます 

これまで更新を行った台帳データファイルは、ファイル名

がリネームされて、バックアップファイルとして残ります 
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5-2. 更新者・更新日の一括変更 

更新済の調書データの更新者、及び、更新日を、一括で変更する事ができます。 
ここでは、区間データの更新者・更新日を一括変更する例を説明します。 

 
① メインメニューより、「更新した調書のみ表示」にチェックを付けて、「区間」ボタンを押しま

す。 

 
 

②  登録済みの更新調書データのみが抽出され、検索結果一覧に表示されます。 

 

 

チェックを付けて「区間」ボタ

ンを押します 
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③ 「一括設定」ボタンを押して「作成者（受託者）」、「更新日」の一括設定画面を表示します。 

 
④  「作成者（受託者名）」、「更新日」を入力し、「設定」ボタンを押します。 
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